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1.  先進 MOT の重要性 

8 0 年代の技術系日本企業の 国際競争力は 世界トップレベルといわれた。 その秘密は 、 

米国で先行開発されたプロトタイプ 製品をモデルにして、 量産型商品に 仕立てる技術開発 

力 にあ った。 すな む ち、 日本企業の強さの 秘訣は、 高生産性、 高品質をべ ー スにした顧客 

満足度の高 い 商品開発力にあ った。 これを筆者らは、 伝統 MOT と呼ぶ。 ところが、 9 0 年 

代 、 シリコンバレーを 中心に、 米国先進企業がルーター や サーバ一など 画期的な新製品を 

次々に商品化し、 多くの日本企業は 圧倒された。 2 1 世紀初頭において、 日本企業が得意 

とした、 かつての フオ ロア一型技術競争力は、 台頭するアジア 企業に容易に 追いつかれて 

しまった。 日本企業が引き 続き、 世界トップレベルの 技術競争力を 維持していくために、 

、 ンリコンバレ 一型の画期的新製品や 画期的ビジネスモデルの 技術開発力の 強化が待ったな 

しであ る。 これを筆者らは 先進 MOT と呼ぶ。 先進 MOT を実践する人材を MOT 人材と呼 

ぶが、 具体的には、 社内ベンチャーを 含むハイリスク 技術投資を企画・ 実践する人材を 指 

す。 さて、 図表 1 には、 日本企業のコア 人材の充足度の 調査結果を示す。 

図表 1 
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本 図によれば、 社内起業家、 プロ専門職、 あ るいはプロジェクトマネジャーといった 、 い 

わゆる MOT 人材が圧倒的に 不足していることが 一目瞭然であ る。 
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2..  専門職大学院の MOT プロバラムとは 

早稲田大学アジア 太平洋研究科は、 地大学に先駆けて、 2 0 0 2 年末、 文部科学省から 

MB Ⅳ qV[oT 専門職大学院の 設置認可を受けた。 図表 2 には、 MB Ⅳ MOT 専門職大学院 
( 早稲田大学ビジネススクール ) のコンセプトを 示す。 

図表 2  早稲田大学ピジネススクール ( 専門職大学院 ) のコンセプト 
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図表 2 における戦略経営 (SM) とアントレプレヌールシップ 経営 (EM) は従来の MBA( 経 

営 学修士 ) コースであ るが、 早稲田大学ビジネススクール (WBS) の特徴は、 技術系 MBA 

と呼ばれる MOT (TM 、 技術経営学修士 ) コースを設置している 点にあ る。 W 田 S のコンセ 
プト は、 図表 1 に示したように、 日本企業で圧倒的に 不足している MOT 人材の養成を 支援 

することを狙っている。 

3 MOT 専修学生の問題意識 

図表 3 には 2 0 0 3 年度の WBS の MOT 専修への入学生が 関心を持っている MOT 研究 

テーマの構成比を 示す。 また図表 4 には出願時の 所属組織の構成比を 示す。 

WBS の MOT 専攻学生の平均年齢 は 36.5 歳であ り、 実務経験が 1 0 年以上の社会人が 申 

心 であ る。 W 円 S の狙い通りの 人材が集まっている。 その特徴は、 図表 1 に示したように、 
日本企業で圧倒的に 不足している MOT 人材の候補が 集結している 点にあ る。 また、 起業家 

志願者や・若手ベンチャー 経営者の比率がかなり 高い点も注目に 値する。 

図表 3 に示す MOT 学生の研究関心分野から、 彼らが、 現代の日本の 抱える技術立国とし 

ての構造問題を 的確に捉えていることがよくわかる。 

さて、 WBS の MOT プロバラムは 、 働きながらの MBA 取得を可能にするため、 金曜 と 

土曜の週末集中授業サービスが 提供されている。 業務と学業を 両立させるには、 相当の覚 

悟と問題意識がなれ 限り、 到底、 耐えられないようなハード ヮ 一タとなるのであ る。 
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図表 3 
2003 年度早稲田 MCn 下人学生研究希望テーマ 

知財マネジメント 
単位 :%  母数 67 人 
注記 :M 日 A 専攻学生で MOT 

研究希望学生を 含む。 

ベン テセー 経営・ 
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出所 : 早稲田大学ビジネススクール 

資料より作成 

図表 4 2003 年度早稲田 MOT 入学生出身粗籠 

平均年輪 :36. 5 歳 
単位 :%  母数 60 人 

特許事務 
] . 7% 

      時の所属粗糠 

出所 : 早稲田大学ビジネススクール 資料より 

作成 
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4.  MOT 人材育成を専門職大学院で 行う意義とは 

実践的 MOT 人材の育成は 大学院教育で 果たして可能なのか 9 多くの企業人のもつ 疑問 

であ る。 日本の大企業においては、 自社に必要な MOT 人材の育成は、 すでに整備された 自 

社の技術系人材の 教育プロバラムで 対応することは 充分可能であ る。 他方、 MOT を含む 

MBA 大学院教育の 現場においては、 受講学生のレベルのバラツキが 大きい上に、 その専門 

バッタバラウンドも 多様であ るために、 教育プロバラムのカスタム 化が困難であ るのは事 

実であ る。 ところが、 大学院 MOT 教育には、 そのハンディキャップを 補って余りあ る メリ 

ット もあ る。 そのメリットとは、 技術系人材に 経営管理や財務会計など 非技術系教育が 提 

供される一方、 非技術系人材には、 技術マネジメントなど 技術系教育が 提供される点にあ 

る 。 すな ね ち、 理系人材と文系人材の 相互乗り入れ 的な融合教育が 可能となる。 不確実性 

の高 い 不透明な事業環境に 直面する企業の 理系人材が、 MOT 実践の際、 強く要求されるの 

は 、 専門的技術知識やノウハウなどの 技術要素に加えて、 政治、 経済、 社会、 国際関係な 

どの非技術要素に 関する素養であ る。 MOT 大学院は、 非技術要素に 素養をもっ技術系人材 

を 育成すると同時に、 技術マネ 、 ジメントのできる 非技術系人材を 育成することができる。 

技術が世界経済を 左右する現代において、 金融・商社など 非技術系企業であ っても、 技術 

革新の経済インパクトに 鈍感な経営者がバローバル 競争に生き残れないのは 明らかであ る。 

5.  第三世代の MOT: アジア型 MOT の模索 

1 項にて前述した 伝統 MOT ( 日本型経営 ) は 8 0 年代、 世界を席巻したが、 これを第一 

世代の MOT と呼ぶ。 一方、 8 0 年代日本型技術経営を 徹底研究した 米国企業によって 、 9 

0 年代、 シリコンバレーを 中心に、 世界をリードしたのは、 イノベーション 重視の米国型 

技術経営であ った。 これを第二世代の MOT( 先進 MOT) と呼ぶ。 ところが、 この第二世代の 

MOT も、 2 0 0 0 年春のネットバブル 崩壊以降、 かげりを見せている。 2 1 世紀初頭、 い 

よいよ、 世界は第三世代の MOT を模索する段階に 来ている。 筆者らは、 それをアジア 型 

MOT であ ると位置づけている。 早稲田ビジネススクール ( アジア太平洋研究科 ) の MOT 

教育において 重視するのは、 政治、 経済、 社会、 国際関係など、 第一の非技術要素に 加え 

て 、 歴史、 文化、 伝統という第二の 非技術要素の 技術経営へのインパクトであ ると考えて 

いる。 日本は言うまでもなくアジア 太平洋地域の 一員であ る。 特に、 日本を含む東アジア 

諸国は、 いずれも 2 0 0 0 年以上の歴史と 文化と伝統を 有する。 これらの第二の 非技術 要 

素が 、 企業の技術経営にいかにインパクトを 与えるかが、 今後の MOT の大きな課題であ る 

と 筆者らは考える。 

たとえば・トヨタ 生産システムに 代表される日本型生産システムは、 日本の歴史、 文化、 

伝統に裏 打ちされている。 このシステムは 日本企業を徹底研究した 米国企業によって 普遍 

化された。 そして、 今や、 世界の製造業が 採用している。 このような事例を 筆者らは、 日 

本の歴史、 文化、 伝統の普遍化の 成功モデルのひとつとみなしている。 このような MOT 成 

功 事例を、 今後、 日本は多発させていくべきであ る。 
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